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両
手
と
も
第
一
～
三
指
を
伸
ば
し
、
第
四
・
五
指
を
屈
し
、
施
無
畏
・
与
願
印
風
に
構

え
る
印
相
を
し
め
し
て
い
る
。
両
手
と
も
第
一
指
の
付
け
根
に
円
孔
（
径
二
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
程
度
）
を
穿
っ
て
い
る
【
挿
図
２
・
３
】。
持
物
を
と
め
る
ピ
ン
を
通
す
た
め
の
孔
か
と

思
わ
れ
る
が
、
鍍
金
後
に
開
け
た
た
め
か
周
囲
に
錆
が
発
生
し
て
お
り
、
当
初
か
ら
の
仕

様
か
否
か
は
検
討
を
要
す
る
。
蓮
肉
上
に
両
足
を
開
い
て
立
つ
が
、
か
な
り
後
傾
し
、
頭

部
を
前
方
に
突
き
出
す
。
胸
に
括
り
線
を
刻
み
、
乳
首
を
魚
々
子
鏨
で
あ
ら
わ
す
。
な

お
、
体
部
背
面
は
造
形
を
省
略
し
、
胸
部
以
下
は
凹
面
と
し
、
表
面
に
は
鏨
な
い
し
篦
で

こ
そ
げ
取
っ
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
る
。

　

裙
を
腰
高
に
着
け
、
上
部
を
紐
で
結
び
、
股
間
に
紐
の
先
端
が
垂
れ
る
。
裙
は
正
面
中

央
で
左
前
に
打
ち
合
わ
せ
、
裾
に
階
段
状
の
襞
を
つ
く
る
。
両
足
首
に
下
裙
が
の
ぞ
く
。

天
衣
は
両
肩
か
ら
上
膊
を
被
い
、
膝
下
辺
で
Ｘ
字
に
交
差
し
、
両
肘
に
か
か
っ
て
外
側
に

垂
れ
、
折
り
返
し
て
再
び
両
肘
に
か
か
り
、
体
側
に
垂
下
す
る
。
裙
と
天
衣
は
と
も
に
左

右
に
鰭
状
に
張
り
出
す
。
裙
と
下
裙
、
天
衣
の
裾
に
縁
取
り
を
つ
く
り
、
細
か
く
線
刻
を

ほ
ど
こ
す
。
な
お
、
天
衣
の
垂
下
部
が
裙
裾
よ
り
短
く
表
さ
れ
て
い
る
の
が
特
異
で
あ
る
。

　

胸
飾
は
幅
広
で
中
央
が
下
向
き
に
と
が
る
。
上
下
辺
を
線
刻
で
縁
取
り
、
上
半
に
細
か

く
線
刻
を
ほ
ど
こ
す
。
瓔
珞
は
下
腹
部
の
円
形
飾
り
を
中
心
に
Ｘ
字
形
に
か
か
る
。
両
肩

か
ら
円
形
飾
り
、
円
形
飾
り
か
ら
両
膝
外
ま
で
の
瓔
珞
は
連
珠
の
束
と
大
珠
と
を
交
互
に

つ
な
ぐ
。
連
珠
は
魚
々
子
鏨
で
あ
ら
わ
す
。

　

反
花
座
は
蓮
肉
の
上
面
を
甲
盛
り
と
し
、
複
弁
六
弁
で
間
弁
を
あ
ら
わ
す
。
反
花
座
の

下
に
四
脚
座
を
設
け
る
。
光
背
は
蓮
弁
形
の
挙
身
光【
挿
図
４
】。
下
部
を
緩
や
か
な
曲
線

と
す
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
身
光
は
細
長
い
蓮
弁
形
で
、
周
囲
を
三
重
の
圏
帯
で
縁
取

り
、
内
区
は
素
文
と
す
る
が
、
中
央
を
帯
状
に
一
段
高
く
作
る
。
圏
帯
は
そ
れ
ぞ
れ
長
方

形
の
区
画
を
連
続
さ
せ
る
。
身
光
内
区
の
上
部
に
長
方
形
の
枘
孔
を
開
け
る
。
頭
光
は
身

　

令
和
七
年
二
月
十
三
日
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
金
銅
仏
三
件
五
点
を
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
を
得
た（
註
1
）。
調
査
対
象
は
中
国
製
に
な
る
正
光
二
年
（
五
二
一
）
銘
の
菩

薩
立
像
、
唐
～
五
代
作
の
仏
坐
像
・
二
力
士
像
、
日
本
製
の
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
（
厨

子
入
り
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
熟
覧
、
写
真
撮
影
と
と
も
に
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
行
う
こ
と
が

主
な
目
的
で
あ
っ
た
。
以
下
に
蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
結
果
を
中
心
に
、
各
像
に
つ
い
て
の
所

見
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
はD
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を
使
用
し
、
合
金
モ
ー
ド
で
管
電
圧
四
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト
の
Ｘ
線
を
二
十
秒
間
照
射
（
ビ
ー

ム
径
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
す
る
設
定
で
行
っ
た
。
各
像
の
計
測
部
位
と
定
量
値
、
お
よ
び

各
像
に
つ
い
て
一
な
い
し
二
箇
所
の
定
性
値（
ス
ペ
ク
ト
ル
）を
図
表
と
し
て
示
し
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

菩
薩
立
像　

正
光
二
年（
五
二
一
）銘

　

総
高　

二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

頭
頂
に
髻
を
す
っ
ぽ
り
と
被
う
丈
高
い
宝
冠
を
い
た
だ
く【
挿
図
１
】。
宝
冠
は
上
広
が

り
で
、
断
面
は
方
形
を
呈
し
、
正
面
は
花
弁
形
、
両
側
面
は
前
方
に
ア
ー
ル
を
と
る
翼
形

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
花
弁
形
と
そ
の
中
央
に
縦
線
を
線
刻
す
る
。
宝
冠
の
下
部
に
基
台

（
正
面
の
み
列
弁
を
刻
む
）
が
め
ぐ
り
、
上
部
の
前
方
左
右
（
正
面
の
花
弁
形
と
両
側
面
の

翼
形
の
間
）
が
わ
ず
か
に
盛
り
上
が
る
（
花
飾
り
を
意
図
し
た
も
の
か
）。
頭
髪
に
は
毛
筋

彫
り
を
ほ
ど
こ
す
が
、
背
面
と
耳
後
ろ
に
垂
れ
る
垂
髪
は
平
彫
り
と
す
る
。
白
毫
は
表
さ

ず
、
耳
は
扁
平
で
耳
朶
不
貫
、
三
道
も
刻
ま
な
い
。

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
金
銅
仏
調
査
報
告 

─
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
踏
ま
え
て
─
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挿図１-１　菩薩立像　胸上正面挿図１-２　菩薩立像　頭部左側面挿図１-３　菩薩立像　頭部右側面

挿図２　菩薩立像　右手内側挿図３　菩薩立像　左手内側
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挿図 4　菩薩立像　光背正面
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挿図 5　菩薩立像　光背背面
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光
上
部
に
内
接
す
る
。
頭
光
は
蓮
華
を
か
た
ど
り
、
蓮
肉
は
中
心
に
円
相
を
配
し
、
そ
の

周
囲
を
八
方
に
区
画
す
る
。
蓮
弁
は
素
弁
十
一
方
間
弁
付
き
。
頭
光
の
周
囲
に
圏
帯
を
設

け
、
圏
帯
を
二
十
に
区
画
す
る
。
頭
光
・
身
光
の
圏
帯
の
輪
郭
、
各
区
画
の
区
切
り
に
は

魚
々
子
鏨
を
打
つ
。
頭
光
・
身
光
の
周
縁
に
は
火
焔
文
を
鋤
彫
り
し
、
火
焔
に
は
蛇
腹
文

を
線
刻
す
る
。
光
背
の
背
面【
挿
図
５
】に
は
画
面
い
っ
ぱ
い
に
仏
殿
を
あ
ら
わ
し
、
な
か

に
二
仏
並
坐
像
を
線
刻
す
る
。
仏
殿
は
人
字
形
の
破
風
と
柱
に
格
子
文
、
妻
と
身
舎
の
境

界
と
軒
先
の
勾
玉
状
の
飾
り
に
縄
目
文
、
妻
に
波
状
文
を
線
刻
し
、
身
舎
の
上
部
に
は
中

央
、
左
右
端
に
逆
さ
向
き
に
花
形
を
あ
し
ら
う
。
床
は
長
方
形
の
区
画
を
連
続
さ
せ
、
両

端
に
脚
を
設
け
、
床
下
は
列
弁（
間
弁
付
き
）で
飾
る
。
二
仏
は
と
も
に
脚
付
き
の
台
に
右

脚
上
に
安
坐
し
、
挙
身
光
を
負
う
。
い
ず
れ
も
右
手
施
無
畏
印
、
左
手
与
願
印
と
し
、
大

衣
は
双
領
下
垂
式
で
末
端
を
左
前
膊
に
か
け
、
足
下
に
は
裙
裾
が
左
右
に
張
り
出
す
。
光

背
は
頭
光
、
身
光
か
ら
な
り
、
周
縁
部
に
は
火
焔
文
を
刻
み
、
そ
の
頂
部
か
ら
は
左
右
に

幡
が
た
な
び
く
。
両
像
の
間
に
は
据
香
炉
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
本
像
は
宝
冠
よ
り
四
脚
座

ま
で
を
一
鋳
と
し
、
光
背
は
別
鋳
と
す
る
。
本
体
は
両
手
先
を
共
鋳
と
し
て
い
る
こ
と
、

天
衣
や
台
座
蓮
弁
な
ど
の
造
形
に
柔
ら
か
さ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
失
蠟
法

に
よ
る
鋳
造
と
思
わ
れ
る
。
本
体
は
背
面
、
台
座
内
面
を
の
ぞ
く
全
面
に
、
光
背
も
表
裏

と
も
に
鍍
金
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
瓔
珞
の
細
部
意
匠
や
光
背
の
線
刻
は
い
ず
れ
も
鋳
造

後
に
鏨
で
刻
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
頭
髪
の
毛
筋
彫
り
や
耳
の
彫
り
は
い
ず
れ
も
原

型
段
階
で
ほ
ど
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

四
脚
座
に
は
右
側
面
か
ら
始
ま
る
以
下
の
銘
記
が
あ
る【
挿
図
６
】。

正
光
二
年
九
／
月
／
八
日
／
蒲
／
吾
／
縣
／
宜
央
村
李（
以
上
右
側
面
）／
其
驎
夫
妻

／
為
／
亡
／
父
／
母
／
造
観
世
音（
以
上
背
面
）／
像
一
區
□
／
□
／
□
／
□
／
乕
／

金
／
乕
三　

　

口

乕（
以
上
左
側
面
）／
肆
乕
神
乕（
以
上
正
面
）（
註
2
）

こ
れ
に
よ
り
、
本
像
は
正
光
二
年（
五
二
一
）九
月
八
日
に
蒲
吾
県（
現
在
の
河
北
省
石
家

荘
市
平
山
県
東
南
）宜
央
村（
不
明
）の
李
其
驎
夫
妻
が
亡
き
両
親
の
た
め
に
造
立
し
た
観

世
音
菩
薩
像
一
軀
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
銘
記
の
後
半
に
続
く
「
某
乕
（
虎
の

異
体
字
）」
は
結
縁
者
名
で
、
夫
妻
の
子
息
の
名
を
列
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、

銘
記
に
つ
い
て
は
、
ど
の
字
画
に
も
錆
が
認
め
ら
れ
、
光
背
の
線
刻
と
は
様
態
が
異
な

挿図６-１　右側面

挿図６-２　背面

挿図６-３　左側面

挿図６-４　正面

挿図 6　菩薩立像　台座銘文
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り
、
鍍
金
後
に
刻
ん
だ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（
註
3
）。

　

現
在
に
伝
わ
る
中
国
南
北
朝
期
の
金
銅
仏
の
作
例
は
河
北
省
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ

の
銘
記
に
よ
っ
て
本
像
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、
正
光
二
年
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
本
像
は
、
痩
身
で
衣
端
を
左
右
に
強
く
張
り
出
し
、
天
衣
や
瓔
珞
を
Ｘ
字
に
か
け
る

点
な
ど
に
典
型
的
な
北
魏
後
期
様
式
を
し
め
し
て
い
る
が
、
特
に
光
背
の
周
囲
を
縁
取
る

点
が
熙
平
元
年
（
五
一
六
）
銘
の
金
銅
菩
薩
立
像（
註
4
）や
ギ
メ
美
術
館
の
熙
平
三
年
銘
金

銅
二
仏
並
坐
像
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
前
者
は
光
背
の
背
面
に
二
仏
並
坐

像
を
表
す
点
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
様
式
の
う
え
か
ら
も
、
そ
し
て
前
述
し
た

技
法
の
う
え
か
ら
も
銘
記
の
と
お
り
北
魏
末
期
の
造
像
例
と
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　

蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
結
果
、
本
体
と
光
背
の
鍍
金
が
な
い
部
位（
註
5
）の
定
量
値
の
平
均

値
は
か
な
り
近
似
し
て
お
り
、
一
具
の
も
の
と
み
て
問
題
な
い
。
銅
に
錫
、
鉛
と
も
一
〇

％
弱
を
混
ぜ
、
鉄
が
不
純
物
と
し
て
混
入
し
、
さ
ら
に
砒
素（
註
6
）、
ア
ン
チ
モ
ン
が
ご

く
僅
か
に
含
ま
れ
る
。
錫
、
鉛
が
一
割
程
度
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
は
中
国
な
い
し
朝
鮮
半

島
で
の
制
作
が
想
定
で
き
る
が
、
本
像
の
場
合
、
銘
記
の
と
お
り
中
国
、
北
魏
に
お
け
る

制
作
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
鍍
金
が
あ
る
部
分
で
は
、
あ
わ
せ
て
水
銀
が
検
出
さ
れ
て
お

り
、
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
鍍
金
が
あ
る
部
分
で
は
銀
が
わ
ず
か
に
検

出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
体
背
面
の
光
背
取
り
付
け
用
の
枘
と
枘
孔
に
通
す
ピ
ン
は
、
と
も
に
亜
鉛
を
二
五
％

以
上
含
む
一
方
、
錫
、
鉛
は
ご
く
微
量
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
真
鍮
製
で
新
補
と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
本
像
は
一
九
三
九
年
三
月
二
十
二
～
二
十
六
日
に
山
中
商
会
主
催
、
東
京
美
術

倶
楽
部
後
援
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
展
示
即
売
会
の
図
録
『
東
洋
古
美
術
展
覧
図
録
』
に
掲

載
さ
れ
て
お
り（
註
7
）、
そ
れ
以
前
に
日
本
に
渡
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二　

仏
坐
像
お
よ
び
二
力
士
立

　

仏
坐
像　
　
　

総
高　

二
九
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

力
士（
阿
形
）　

総
高　

一
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

力
士（
吽
形
）　

総
高　

一
四
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

仏
坐
像
と
二
力
士
立
像
の
三
尊
像
で
あ
る
。

　

仏
坐
像
は
、
肉
髻
を
な
だ
ら
か
に
表
し
、
頭
髪
は
正
面
中
央
の
旋
転
文
か
ら
波
状
に
展

開
す
る
毛
筋
を
刻
み
、
眉
間
に
小
円
を
穿
っ
て
白
毫
相
を
表
す
。
耳
朶
不
貫
と
し
、
三
道

を
刻
む
。
右
手
は
施
無
畏
印
と
し
、
左
手
は
膝
上
に
伏
せ
る
。
背
面
か
ら
右
肩
、
右
前
膊

に
か
か
る
覆
肩
衣
を
着
け
、
大
衣
を
偏
袒
右
肩
に
着
け
、
そ
の
末
端
を
左
肩
か
ら
左
前
膊

に
か
け
、
背
面
に
垂
ら
し
、
左
肩
で
は
上
端
を
一
段
折
り
返
す
。
腹
前
に
裙
の
上
端
を
あ

ら
わ
し
、
上
部
に
紐
の
結
び
目
を
刻
む
。
な
お
、
裙
の
上
端
の
上
部
に
は
腹
と
胸
の
括
り

を
刻
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
右
脚
上
に
結
跏
趺
坐
し
、
左
足
先
は
衣
で
包
ん
で
い
る
よ

う
で
あ
る
。
両
脚
部
前
方
に
衣
端
を
わ
ず
か
に
広
げ
る
。

　

仏
坐
像
の
台
座
は
、
上
か
ら
蓮
華
座
（
細
長
い
蓮
弁
を
十
二
方
四
段
に
葺
く
）、
丸
敷
茄

子
、
六
稜
形
の
華
盤
（
透
か
し
彫
り
）、
六
脚
付
き
の
華
盤
受
座
、
六
稜
形
の
受
座
と
框
、

六
稜
形
の
六
脚
座
か
ら
な
る
。
一
部
の
パ
ー
ツ
を
亡
失
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
形
状
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

美
術
館
の
金
銅
菩
薩
坐
像
二
軀（
註
8
）、
お
よ
び
陝
西
省
歴

史
博
物
館
の
金
銅
仏
坐
像（
註
9
）の
台
座
に
類
似
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
松
原
三
郎
氏
は
、
こ
れ
ら
三
像
を
唐
末
～
五
代
、

九
世
紀
後
半
～
十
世
紀
初
期
の
陝
西
、
甘
粛
に
お
け
る
作

と
見
て
い
る
が
、
具
体
的
な
根
拠
は
し
め
さ
れ
て
い
な
い
。

　

二
力
士
立
像
は
開
口
と
閉
口
、
す
な
わ
ち
阿
吽
に
区
別

さ
れ
る
。
吽
形
像
は
単
髻
を
結
い
、
そ
の
正
面
に
宝
珠
形

の
元
結
い
飾
り
を
付
け
る
。
髻
は
束
ね
目
と
毛
筋
を
刻
み
、

地
髪
は
毛
筋
彫
り
と
す
る
。
上
体
を
や
や
反
ら
し
な
が
ら

大
き
く
右
に
向
け
、
左
踵
を
浮
か
せ
、
左
手
を
振
り
上
げ

て
拳
を
握
り
、
左
手
を
降
ろ
し
て
金
剛
杵
の
把
頭
を
抑
え

る
力
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
を
と
る
。
眉
は
隆
起
し
、
眉
根
を

寄
せ
、
口
髭
を
あ
ら
わ
す
。
体
部
は
筋
肉
が
隆
々
と
し
、

胸
の
下
に
は
山
形
の
筋
肉
の
突
起
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
短

裙
を
着
け
、
天
衣
を
背
面
か
ら
両
肩
に
か
け
る
。
裙
裾
背

面
、
体
側
に
垂
下
す
る
天
衣
は
と
も
に
身
体
の
動
き
に
呼

銅 錫 鉛 鉄 亜鉛 ニッケル

仏坐像 61.8 12.5 25.2 0.6 0.0 0.0

吽形 61.6 10.9 25.1 1.8 0.3 0.2

阿形１ 29.4 10.8 56.5 1.6 0.2 0.1

阿形２ 53.2 14.9 30.5 1.2 0.0 0.2

表 仏坐像および二力士立像 本体定量値の平均値一覧 
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応
し
て
右
に
た
な
び
く
。
両
足
下

に
は
岩
座
と
四
脚
座
が
あ
る
が
、

四
脚
座
の
脚
の
形
状
は
仏
坐
像

の
六
脚
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
。
一

方
、
阿
形
像
は
吽
形
像
と
ほ
ぼ
左

右
対
称
で
、
上
体
を
左
に
向
け
、

右
踵
を
浮
か
せ
な
が
ら
右
手
を
振

り
上
げ
て
金
剛
杵
の
把
を
握
り
、

左
手
は
降
ろ
し
て
下
に
向
け
る
。

裙
裾
は
身
体
の
動
き
に
応
じ
て
左

に
た
な
び
く
が
、
天
衣
の
両
端
は

そ
れ
ぞ
れ
外
側
に
は
ね
上
が
る
。

　

仏
坐
像
は
、
現
状
、
台
座
か
ら

取
り
外
し
が
で
き
な
い
状
態
で
、

像
内
の
観
察
は
行
っ
て
い
な
い
。

台
座
の
形
状
が
類
似
す
る
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
美
術
館
の
菩
薩
坐
像
に

像
容
が
近
い
東
京
芸
術
大
学
の
銅

造
菩
薩
坐
像
の
場
合
、
中
型
が
あ
り
、
像
底
の
後
方
に
は
枘
を
作
り
だ
し
、
台
座
に
か
し

め
留
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
本
像
も
同
様
の
仕
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
蓮
華
座
の
天
板
は

蓮
弁
が
内
側
に
入
り
込
む
た
め
、
取
り
外
し
が
困
難
で
あ
る
。
一
方
、
力
士
像
は
い
ず
れ

も
ム
ク
で
、
天
衣
、
持
物
は
別
製
と
す
る
。

　

さ
て
、
仏
坐
像
と
二
力
士
立
像
は
、
も
と
よ
り
一
具
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
な
が

ら
、
本
体
の
定
量
値
の
平
均
値
を
比
べ
る
と（
表
参
照
）、
仏
坐
像
と
吽
形
像
は
ほ
ぼ
同
一

の
値
を
し
め
し
て
お
り
、
一
具
で
あ
っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
阿
形
像
に
つ

い
て
は
、
部
位
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
多
い
も
の
の
、
概
し
て
鉛
の
含
有
量
が
高
く
、
一

具
性
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
両
像
の
造
形
は
一
見
よ
く
類
似
す
る
も

の
の
、
詳
細
に
比
べ
る
と
吽
形
像
の
方
が
各
部
の
肉
取
り
が
立
体
的
で
、
阿
形
像
は
細
部

の
作
り
に
精
細
さ
を
欠
い
て
い
る
。
青
銅
組
成
の
違
い
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
阿
形
像
は

吽
形
像
に
な
ら
っ
た
補
作
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

仏
坐
像
は
、
胸
部
の
嵌
金
と
右
手
は
本
体
と
組
成
が
異
な
り
、
亜
鉛
を
平
均
値
で
六
・

七
％
含
む
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
後
補
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
左
手
に
つ
い
て
も
鉛
が
多

く
、
補
修
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
光
背
、
台
座
は
別
製
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本

体
と
青
銅
組
成
が
近
く
、
大
き
さ
、
様
式
か
ら
も
本
来
一
具
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

吽
形
像
は
、
岩
座
・
四
脚
座（
両
足
裏
と
丸
枘
で
固
定【
挿
図
７
】）と
持
物
の
金
剛
杵
を

別
製
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
組
成
は
本
体
に
近
く
、
当
初
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
天
衣

は
、
左
肩
か
ら
体
側
に
垂
下
す
る
分
は
左
肩
と
左
膝
外
で
本
体
と
つ
な
が
り
、
青
銅
組
成

も
本
体
と
近
似
す
る
こ
と
か
ら
共
鋳
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
像
は

蠟
型
に
よ
る
鋳
造
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
首
後
方
か
ら
右
方
に
か
け
て
の
天
衣
は
組

成
が
大
き
く
異
な
り
、
後
補
と
み
ら
れ
る
。

　

阿
形
像
は
、
前
述
の
と
お
り
補
作
の
可
能
性
が
高
い
が
、
岩
座
・
四
脚
座
お
よ
び
天
衣

の
左
下
方
は
吽
形
像
と
組
成
が
近
い
。
特
に
岩
座
・
四
脚
座
は
作
り
も
両
像
分
よ
く
似
て

お
り【
挿
図
８
】、
元
来
一
具
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
天
衣
の
左
下
方

は
、
左
手
先
辺
で
継
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
、
先
端
の
折
り
た
た
み
が
立
体
的
で
あ
る
点

に
注
意
を
は
ら
っ
て
お
き
た
い
。
阿
形
像
の
本
体
は
、
組
成
を
見
る
限
り
、
上
半
身
と
下

半
身
お
よ
び
腕
部
と
で
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
鋳
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
持
物
、
左

下
方
を
除
く
天
衣
も
鉛
の
含
有
量
が
高
く
、
加
え
て
ア
ン
チ
モ
ン
や
亜
鉛
を
含
み
、
こ
れ

ら
も
別
鋳
か
つ
後
補
と
み
ら
れ
る
。

三　

十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
お
よ
び
厨
子
金
具

　

十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
お
よ
び
厨
子
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
沼
陽
太
郎
氏
に
よ
る
詳

細
な
報
告（
註
10
）が
あ
る
の
で
、
形
状
等
に
つ
い
て
の
記
述
は
省
略
し
、
主
に
蛍
光
Ｘ
線

分
析
の
結
果
の
み
を
以
下
に
報
告
す
る
。

　

十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
は
、
仏
面
、
頭
頂
か
ら
敷
茄
子（
以
下
、
本
体
）、
受
座
、
反
花

座
、
框
座
を
別
製
と
す
る
。
こ
の
う
ち
仏
面
、
本
体
は
鋳
造
と
み
ら
れ
、
反
花
座
と
框
座

は
銅
板
打
ち
出
し
と
み
ら
れ
る（
受
座
は
不
明
）。

　

本
体
は
蓮
華
座
の
蓮
弁
で
組
成
分
析
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
を

挿図７　力士立像（吽形）　台座底部挿図８　力士立像（阿形）　台座底部
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ほ
ど
こ
し
て
い
る
こ
と
、
青
銅
は
銅
・
錫
合
金
で
、
微
量
の
鉛
、
鉄
を
含
ん
で
い
る
と
み

ら
れ
る
。

　

一
方
、
鍛
造
と
み
ら
れ
る
框
坐
は
、
ご
く
微
量
の
鉛
、
鉄
を
含
む
も
の
の
、
含
有
率
九

九
％
以
上
の
ほ
ぼ
純
銅
製
で
、
外
側
に
は
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
反
花

座
は
表
面
の
鍍
金
部
で
し
か
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
錫
、
砒
素
は
検
出
さ
れ
ず
、
お

そ
ら
く
框
座
と
同
様
に
ほ
ぼ
純
銅
製
と
推
察
さ
れ
る
。

　

厨
子
金
具
の
う
ち
正
面
扉
の
蝶
番
は
ほ
ぼ
純
銅
の
銅
板
に
焼
着
法
に
よ
り
鍍
金
を
ほ
ど

こ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
内
掛
け
金
具
は
、
銅
・
鉛
合
金
で
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金

を
ほ
ど
こ
す
。
定
量
値
で
は
金
〇
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
定
性
値
を
み
る
と
わ
ず
か
な
が

ら
金
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
水
銀
が
あ
る
こ
と
か
ら
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
と
み
て
い
い
だ
ろ

う
。
鉄
が
多
い
の
は
不
審
で
、
内
掛
け
金
具
以
外
の
何
か
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
検
出

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科　

教
授
）

（
註
１
）　

調
査
に
は
濱
田
瑞
美（
横
浜
美
術
大
学
）、
皿
井
舞（
学
習
院
大
学
）、
中
田
愛
乃
、
町
田
大
悟
、
森

香
乃（
大
阪
大
学
大
学
院
生
）、
金
子
祐
大（
学
習
院
大
学
大
学
院
生
）が
参
加
し
た
。

（
註
２
）　

松
原
三
郎
『
中
国
仏
教
彫
刻
史
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
。
以
下
、
松
原
と
略
称
）
図
版

一
七
〇
の
解
説
で
は
「
李
其
驎
」
を
「
李
共
躊
」、「
乕
」
を
「
康
」
と
翻
刻
す
る
。

（
註
３
）　

田
邊
三
郎
助
「
40　

金
銅
観
世
音
菩
薩
立
像
」
解
説
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
『
仏
教
の
美
術
』
一

九
九
九
年
）は
、
銘
文
も
鍍
金
前
に
刻
ん
だ
と
す
る
。

（
註
４
）　

松
原
図
版
一
四
〇
ａ
・
ｂ
。

（
註
５
）　

光
背
に
つ
い
て
は
、
定
性
値（
ス
ペ
ク
ト
ル
）で
は
金
が
微
量
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。

（
註
６
）　

砒
素
は
K
α
の
値
が
鉛
の
L
α
と
重
な
り
、
K
β
の
値
が
金
の
L
β
の
値
に
近
い
た
め
、
鉛
や
金

が
含
ま
れ
て
い
る
と
定
性
値
で
の
確
認
が
難
し
い
が
、
僅
か
な
が
ら
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
る
。

（
註
７
）　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
員
、
大
沼
陽
太
郎
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
な
お
、
同
展
出
陳
に
つ
い

て
は
、
前
掲
注
３
田
邊
解
説
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
註
８
）　

ア
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
番
号
：1943.53.62

、1943.53.63

、
松
原
図
版
ａ
・
ｂ
。

（
註
９
）　

松
原
図
版
七
九
九
。

（
註
10
）　

大
沼
陽
太
郎
「
静
嘉
堂
蔵　

金
銅
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
お
よ
び
春
日
厨
子
に
つ
い
て
」『
静
嘉
堂

研
究
紀
要
』
三
、
二
〇
二
五
年
。
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菩薩立像（正光２年銘）　蛍光X線分析の計測部位
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計測部位 Au Hg Cu Sn Pb As Fe Sb Ag Zn Mn Ti
14 後頭部 0.00 0.00 80.76 8.33 9.53 0.00 0.98 0.40 0.00 0.00 0.00 0.00 
15 右膝裏 0.00 0.00 85.53 7.63 4.68 0.00 1.81 0.30 0.00 0.00 0.00 0.00 
19 四脚座正面 0.00 0.27 80.09 10.89 7.46 0.00 0.40 0.49 0.00 0.31 0.00 0.00 

本体鍍金なし平均値 0.0 0.1 82.1 9.0 7.2 0.0 1.1 0.4 0.0 0.1 0.0 0.0 

6 光背正面身光左上 0.00 0.00 82.90 8.28 8.13 0.00 0.13 0.51 0.00 0.00 0.00 0.00 
7 光背背面左下 0.00 0.00 79.15 10.96 8.35 0.72 0.22 0.54 0.00 0.00 0.00 0.00 
10 光背正面身光中央やや左 0.00 0.87 76.43 10.03 10.93 0.91 0.24 0.53 0.00 0.00 0.00 0.00 
22 光背正面身光中央やや下 0.00 1.14 77.47 10.86 7.43 0.00 2.61 0.50 0.00 0.00 0.00 0.00 

光背鍍金なし平均値 0.0 0.5 79.0 10.0 8.7 0.4 0.8 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

2 光背背面左下 0.00 0.00 59.27 20.17 18.55 0.00 0.47 1.15 0.40 0.00 0.00 0.00 
8 光背背面左下 0.00 0.00 53.56 20.99 23.75 0.00 0.56 1.14 0.00 0.00 0.00 0.00 
16 左足首裏 0.00 0.00 53.73 6.11 37.21 1.53 1.03 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 

修復部位平均値 0.0 0.0 55.5 15.8 26.5 0.5 0.7 0.9 0.1 0.0 0.0 0.0 

17 額 72.61 12.71 8.23 3.40 0.42 0.00 0.10 0.00 2.53 0.00 0.00 0.00 
18 天衣 X 字交叉部 40.41 9.24 40.72 5.72 1.81 0.00 0.73 0.29 1.09 0.00 0.00 0.00 
20 四脚座左側面 7.00 1.71 67.22 10.39 9.20 0.00 2.78 0.59 0.44 0.30 0.00 0.34 
27 左手第 1 指側面 65.58 12.08 13.17 5.92 0.80 0.00 0.32 0.35 1.78 0.00 0.00 0.00 
31 右掌 36.13 8.22 41.45 6.58 5.20 0.00 0.80 0.34 1.27 0.00 0.00 0.00 
3 光背背面左上 40.58 8.85 39.64 5.90 3.57 0.00 0.26 0.00 1.20 0.00 0.00 0.00 
4 光背正面縁右上 10.18 2.48 67.55 6.91 11.52 0.00 0.25 0.35 0.42 0.25 0.00 0.00 
5 光背正面身光縁左下 31.26 5.57 42.04 7.67 5.13 0.00 5.26 0.00 1.06 0.77 0.17 0.87 
9 光背正面身光右上 19.05 3.18 61.92 7.73 6.92 0.64 0.08 0.47 0.00 0.00 0.00 0.00 
21 光背正面身光縁右下 19.15 5.11 55.48 5.78 13.34 0.00 0.31 0.00 0.79 0.00 0.00 0.00 

本体 ･ 光背鍍金あり平均値 34.2 6.9 43.7 6.6 5.8 0.1 1.1 0.2 1.1 0.1 0.0 0.1 

25 背面枘左側面 15.32 3.08 54.21 0.25 0.48 0.00 0.25 0.00 0.00 26.34 0.00 0.00 

12 ピン 9.98 0.00 62.30 0.29 0.78 0.00 0.24 0.00 0.00 26.22 0.00 0.00 
13 ピン 6.90 0.00 66.05 0.26 0.69 0.00 0.23 0.00 0.00 25.67 0.00 0.00 

ピン平均値 8.44 0.00 64.18 0.28 0.74 0.00 0.24 0.00 0.00 25.95 0.00 0.00 

菩薩立像（正光2年銘）　計測結果（定量値）



29　　静嘉堂文庫美術館の金銅仏調査報告 ─蛍光Ｘ線分析を踏まえて─

菩薩立像（正光２年銘）　光背背面左下（計測部位7）　定性値

菩薩立像（正光２年銘）　右膝裏（計測部位15）　定性値



30

仏坐像　蛍光X線分析の計測部位



31　　静嘉堂文庫美術館の金銅仏調査報告 ─蛍光Ｘ線分析を踏まえて─

計測部位 Cu Sn Pb As Fe Mn Zn Ni W
35 背中中央 62.91 12.89 23.92 0.00 0.28 0.00 0.00 0.00 0.00 
38 左上膊 59.18 14.20 26.39 0.00 0.23 0.00 0.00 0.00 0.00 
39 背面やや右 63.20 10.26 25.27 0.00 1.27 0.00 0.00 0.00 0.00 

本体平均値 61.8 12.5 25.2 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 

36 胸部 56.38 6.21 28.80 0.00 1.64 0.00 6.97 0.00 0.00 
37 胸部 54.17 6.08 30.46 0.00 1.71 0.00 7.58 0.00 0.00 
42 右掌 58.21 6.51 28.69 0.00 1.10 0.00 5.49 0.00 0.00 

後補部(？)平均値 56.3 6.3 29.3 0.0 1.5 0.0 6.7 0.0 0.0 

40 左手甲 39.88 10.02 44.78 2.23 2.53 0.00 0.00 0.00 0.57 
43 左手甲 36.08 10.45 51.42 0.00 2.05 0.00 0.00 0.00 0.00 

補修部(？)平均値 38.0 10.2 48.1 1.1 2.3 0.0 0.0 0.0 0.3 

32 光背身光宝相華 64.70 8.84 25.88 0.00 0.42 0.00 0.00 0.15 0.00 
33 光背背面下部 71.01 9.36 18.46 0.00 0.99 0.00 0.00 0.19 0.00 
34 光背背面上部 73.43 8.70 17.15 0.00 0.59 0.00 0.00 0.14 0.00 

光背平均値 69.7 9.0 20.5 0.0 0.7 0.0 0.0 0.2 0.0 

44 蓮弁(最下段正面中央) 70.66 8.27 19.64 0.00 1.17 0.00 0.26 0.00 0.00 
45 蓮弁(最下段左前) 63.88 8.40 26.56 0.00 0.90 0.00 0.27 0.00 0.00 
47 華盤正面左寄り 69.00 9.76 19.55 0.00 1.32 0.00 0.36 0.00 0.00 
48 六脚座正面 60.21 8.39 28.81 0.00 2.50 0.09 0.00 0.00 0.00 
49 六脚座左前側面 64.92 9.32 23.69 0.00 1.96 0.11 0.00 0.00 0.00 

台座平均値 65.7 8.8 23.7 0.0 1.6 0.0 0.2 0.0 0.0 

仏坐像　計測結果（定量値）

仏坐像　背中中央（計測部位35）　定性値



32

力士立像（吽形）　蛍光X線分析の計測部位

力士立像（阿形）　蛍光X線分析の計測部位



33　　静嘉堂文庫美術館の金銅仏調査報告 ─蛍光Ｘ線分析を踏まえて─

計測部位 Cu Sn Pb As Fe Sb Zn Ti Ni

60 腹部 27.30 10.53 58.72 1.53 1.46 0.00 0.38 0.00 0.09 

61 額 31.40 11.12 54.36 1.39 1.67 0.00 0.00 0.00 0.06 

本体平均値1 29.4 10.8 56.5 1.5 1.6 0.0 0.2 0.0 0.1 

67 裙左裾裏 54.65 15.03 28.93 0.00 1.18 0.00 0.00 0.00 0.21 

68 左前膊 51.76 14.78 32.11 0.00 1.12 0.00 0.00 0.00 0.23 

本体平均値2 53.2 14.9 30.5 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.2 

65 天衣左先端近く 69.53 10.72 18.67 0.00 0.90 0.00 0.00 0.00 0.18 

63 四脚座正面左方 63.47 10.13 23.61 0.00 2.69 0.00 0.00 0.00 0.09 

別製部平均値1 66.5 10.4 21.1 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.1 

62 天衣右下方 44.03 2.83 43.01 2.45 4.46 0.38 2.41 0.44 0.00 

64 金剛杵 49.82 3.15 39.82 3.28 1.28 0.37 2.28 0.00 0.00 

別製部平均値2 46.9 3.0 41.4 2.9 2.9 0.4 2.3 0.2 0.0 

力士立像（阿形）　計測結果（定量値）

力士立像（阿形）　左前膞（計測部位68）　定性値
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計測部位 Cu Sn Pb As Fe Sb Zn Ti Cr Co Ni W

50 腹部 64.84 11.98 20.90 0.00 1.65 0.00 0.38 0.00 0.00 0.00 0.25 0.00 

54 左大腿部 58.00 8.98 30.25 0.00 2.22 0.00 0.39 0.00 0.00 0.00 0.16 0.00 

59 額 62.09 11.79 24.19 0.00 1.66 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.27 0.00 

本体平均値 61.6 10.9 25.1 0.0 1.8 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 

51 金剛杵下方 62.47 9.42 22.31 0.00 5.12 0.00 0.42 0.00 0.00 0.00 0.27 0.00 

58 四脚座正面 63.45 9.50 23.43 0.00 3.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.36 0.00 

別製部平均値1 63.0 9.5 22.9 0.0 4.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 

52 天衣左下方 64.38 3.20 23.11 1.76 4.07 0.33 2.86 0.00 0.00 0.00 0.07 0.00 

53 天衣左先端近く 68.81 3.05 21.95 1.36 0.81 0.40 2.30 0.00 0.14 0.18 0.08 0.74 

別製部平均値2 66.6 3.1 22.5 1.6 2.4 0.4 2.6 0.0 0.1 0.1 0.1 0.4 

55 天衣首後方 41.74 16.37 41.35 0.00 0.31 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.22 0.00 

57 天衣右先端近く 26.01 9.72 40.32 0.00 22.19 0.00 1.16 0.49 0.00 0.00 0.11 0.00 

力士立像（吽形）　計測結果（定量値）

力士立像（吽形）　腹部（計測部位50）　定性値



35　　静嘉堂文庫美術館の金銅仏調査報告 ─蛍光Ｘ線分析を踏まえて─

十一面観音菩薩坐像および厨子　蛍光X線分析の計測部位



36

十一面観音菩薩坐像

計測部位 Au Hg Cu Sn Pb As Ag Fe

69 蓮華座蓮弁正面右方 56.04 7.68 27.64 5.75 0.49 0.00 1.38 1.02 

75 蓮華座蓮弁正面左方 65.56 8.78 16.97 5.76 0.36 0.00 1.31 0.63 

本体平均値 60.8 8.2 22.3 5.8 0.4 0.0 1.3 0.8 

70 台座底面角枘 0.00 0.00 99.24 0.00 0.49 0.00 0.00 0.27 

71 台座底面左方 0.00 0.00 99.43 0.00 0.46 0.00 0.00 0.11 

72 台座内縁左前方 0.00 0.00 99.49 0.00 0.51 0.00 0.00 0.00 

反花座以下鍍金なし平均値 0.0 0.0 99.4 0.0 0.5 0.0 0.0 0.1 

73 框座左側面 42.15 5.96 51.34 0.00 0.30 0.00 0.00 0.25 

74 反花座正面右方 58.70 10.77 28.59 0.00 0.18 0.00 0.80 0.96 

十一面観音菩薩坐像厨子

計測部位 Au Hg Cu Sn Pb As Ag Fe

76 正面右下の蝶番 21.01 0.00 76.94 0.00 0.92 0.51 0.00 0.62 

77 正面左下の蝶番 12.89 0.00 85.74 0.00 0.27 0.55 0.42 0.13 

蝶番金具平均値

計測部位 Au Hg Cu Sn Pb As Ag Fe Mn Ti Zr

78 正面内掛け金具 0.00 5.59 20.16 0.00 35.77 0.00 0.00 35.51 0.44 2.12 0.40 

十一面観音菩薩坐像および厨子　計測結果（定量値）

十一面観音菩薩坐像厨子　内掛け金具（計測部位78）　定性値


